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問感染症対策課（☎５7２２－９８９６、Ｆ５7２２－９８９０）

６月１～７日はＨＩＶ検査普及週間
６月１～３０日は東京都ＨＩＶ検査・相談月間

ＨＩＶ検査・相談はＨＩＶ検査・相談は
匿名・無料で受けられます！匿名・無料で受けられます！

　ＨＩＶ検査は、エイズの原因ウイルスであるＨＩＶに感染しているのか
を血液で調べる検査です。ＨＩＶに感染しても当初は特徴的な症状はな
く、感染したかどうかを調べるためにはＨＩＶ検査を受けるしかありま
せん。
　ＨＩＶに感染しても、早期の発見と治療で今までとほぼ変わらない生
活が送れ、他者への感染リスクを下げることができます。気になるこ
とがあれば、早めに相談や検査を受けましょう。

■問めぐろボランティア・区民活動センター
　（■☎３7１４－２５３４、■Ｆ３7１４－２５３０）

夏体験ボランティア参加者募集夏体験ボランティア参加者募集

　夏休みにボランティア活動をして、自分の世界を広げてみませんか。
参加するには、事前説明会への参加が必要です。

◆エイズ・性感染症（クラミジア・梅毒）検査
時通常検査＝毎月第３月曜日９：００～１１：００
　臨時検査＝６月５日（月）９：００～１１：００
場総合庁舎本館３階保健予防課
申区Ｈ（コード❶）、電話で、感染症対策課（☎５７２２
－９８９６）へ ❶

◆都のエイズ検査・相談
　クラミジア・りん菌の検査も併せて受けられます。
時６月１～３０日の月～金曜日１５：３０～１９：３０、� �
土・日曜日１３：００～１６：３０（祝・休日を除く）
場東京都新宿東口検査・相談室（ＪＲ新宿駅下車１０分）
申専用Ｈ（コード❷）、電話で、東京都新宿東口検査・
相談室（☎６２７３－８５１２）へ

◆電話相談　☎３２２７－３３３５
時月～金曜日１２：００～２１：００、� �
土・日曜日、祝・休日１４：００～１７：００

❷

❶小・中学生コース
時①７月２２日（土）・２７日（木）・２９日（土）のいずれか１日
　②７月２２日（土）～８月１９日（土）のうち２～３日間
内①�福祉体験学習（車いす・高齢者疑似体験、点字体験、手話体験から
選択）

　②�区内の福祉施設、ボランティアグループなどで活動
対区内在住・在学の小・中学生
定５０人（先着。小学１～３年生は保護者同伴）
〈事前説明会〉
７月１日（土）１４：３０～１５：３０または７月５日（水）１６：３０～１７：３０

❷高校・大学生コース
時７月２２日（土）～８月１９日（土）のうち２～６日間
内区内の福祉施設、保育園・児童館・ボランティアグループなどで活動
対区内在住・在学の高校・大学・専門学生
定１００人（先着）
〈事前説明会〉
７月１日（土）１６：００～１７：００または７月５日（水）１８：００～１９：００

❶❷共通
￥保険料３５０円
申申込用紙（めぐろボランティア・区民活動センター、住区センターで
配布。目黒区社会福祉協議会Ｈ〈コード❸〉から印刷可）を、郵送・ＦＡ
Ｘ・Ｅメールで、６月１～２０日（必着）に、めぐろボランティア・区民活
動センター（〒１５３－００６１中目黒２－１０－１３　中
目黒スクエア内、Ｆ３７１４－２５３０、Ｍvo-c＠meg
uroshakyo-i.net）へ。窓口申し込み可 ❸

子

パネル展示
　HIV感染予防ポスターの展示とパンフレットの配布をします。
時６月１日（木）９：００～６月７日（水）１６：００
場総合庁舎本館１階西口ロビー

　皆さん、こんにちは。区長の青木英二です。

　先月８日、新型コロナウイルスの感染症法上の分類が季節性イン
フルエンザと同じ５類に引き下げられました。２０２０年１月に国内初
の感染者が確認されてから３年余りの時間が経過しましたが、感染
対策にご協力いただいた全ての区民や事業者の皆さんに、深く御礼
申し上げます。そして、医療や福祉などの現場でご尽力いただいた
エッセンシャルワーカーの皆さん、本当にありがとうございました。
心より感謝申し上げます。
　区では、多くの業務が平常に戻ってきており、コロナ禍で中止さ
れたり制限されたりしてきたイベントなども続々再開されています。
とはいえ、コロナ禍が完全に終息したわけではありません。高齢者
や基礎疾患のあるかた、そして、エッセンシャルワーカーの皆さん
など、引き続き感染対策が必要な方々もいらっしゃいますので、そ
のような方々への引き続きの配慮をぜひお願いいたします。また、
区では新型コロナウイルスワクチンの令和５年春開始接種を実施し
ています。対象となるかたのうち、６５歳以上のかたには、順次、
接種券を送付いたしますので、お申し込みは不要です。一方で、基
礎疾患を有するかたや重症化リスクが高いと医師が認めたかた、医
療機関や高齢者施設、障害者施設の従事者のかたなどにつきまして
はお申し込みの上、接種いただくことができます。重症化予防のた
めにも、ぜひワクチン接種をご検討ください。

　新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いてきた一方、ここにき
て東京で３年ぶりに「麻しん（はしか）」の感染者が確認され、今後
の流行が懸念されています。はしかは、空気感染や飛沫感染で広が
りますが、感染力が極めて強く、重症化も心配されます。免疫を持
たない人が感染するとほぼ１００％発症するとされていますが、唯一
の予防法が２回のワクチン接種ですので、ご自身やお子さんのワク
チン接種歴（回数）のご確認をお願いいたします。
　また、近年、感染者数が増加している「梅毒」ですが、都内では、
前年同期と比べて感染者数が増加しており、２０～５０代の男性や２０
代の女性の患者数が多い点が特徴的です。麻しん（はしか）もそうで
すが、区や厚生労働省のホームページで確認するなどして、正しい
情報の入手に努め、ご自身そして周りの大事な人を守ることを考え
ていただきたいと思います。

　最後になりますが、先月１７日、早くも東京都心で真夏日を記録
しました。東京都心で５月中旬までに真夏日になるのは２００４年以
来１９年ぶりとのことで、地球温暖化を実感します。
　本号の特集は、プラスチックの資源回収が７月から変わることの
ご案内ですが、ごみのリサイクルや分別は、ごみの減量や資源の節
約だけでなく、ごみ焼却時の温室効果ガスを減らすなど、温暖化対
策にもつながります。内容をご確認いただき、今後の適切なごみ出
しにご協力いただけますと大変幸いです。


